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この文書では、テキストマイニングを活用した新規用途探索手法について述べられていま

す。以下が要約です： 

1. 背景と課題: 

o 企業の成長には、技術や素材の新たな用途探索が必要。しかし、多くの企業

は研究開発テーマの設定や成果の事業化に困難を感じている。 

2. テキストマイニングの活用: 

o 市販のツールやオープンソースのテキストマイニングツールを活用すること

で、特許文書から新規用途やサービスを探索する手法が注目されている。 

o IBM Watson Discovery を使用し、特許に記載された技術・素材とその用途、

機能特性の共起関係を可視化し、新たな用途候補を発見することが可能。 

3. 生成 AI との比較: 

o 生成 AI は用途探索に便利だが、精度や詳細な分析においてはまだ課題があ

る。 

o テキストマイニングと生成 AI を組み合わせることで、より効率的な用途探索が

できる可能性がある。 

4. 実例と成果: 

o 実際の企業では、IBM Watson Discovery を使用して従来の方法では見つか

らなかった新規用途を発見し、新たな市場や用途を開拓したケースが報告さ

れている。 

5. 今後の展望: 

o 生成 AI とテキストマイニングを相互補完的に活用し、用途探索をより迅速か

つ精緻に行う方法が期待されている。 

この要約が全体の理解に役立てば幸いです(テキストマイニングを活用した用途探索手法)。 

4o 
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「背景と課題」に関する部分を詳しく解説します。 

1. 背景: 

企業の成長戦略には、自社が保有する技術や素材の新たな用途を発見し、それをもとに継

続的な新製品・サービスの開発が不可欠とされています。特に競争の激しい市場において

は、新たな製品やサービスの投入が成長の鍵となります。 

• 調査結果によると、企業の約 7 割が研究開発の投資目的として「新製品・サービスの

提供」を掲げています（経済産業省のアンケート調査結果から）。このことから、企業

の多くが新たな用途探索や新製品開発を最重要視していることがわかります。 

2. 課題: 

一方で、企業が直面する研究開発の課題も顕著に現れています。約半数の CTO（最高技術

責任者）が、以下の点を研究開発における大きな課題として挙げています。 

• 経営戦略や事業戦略と一貫性のある研究テーマの設定: 企業が取り組む研究開発

が、経営全体の方向性や事業の成長戦略と一致しない場合、研究の成果が実際の

事業に活かされない可能性が高くなります。このため、どのテーマに注力すべきかの

選定が困難な状況にある企業が多い。 

• 研究成果の製品化・事業化率の向上: 研究開発の成果が製品化や事業化される確

率が低いことも課題です。多くの企業が技術や素材を有しているものの、その具体的

な用途やサービスが見つからない、または見つけることが難しいと感じています。 

このような背景から、多くの企業が技術や素材の新たな用途を探索しようとしていますが、従

来の方法ではその実現が難しく、課題が山積しています。 

3. テクノロジーによる解決策の提案: 

これらの課題に対して、IT 技術の進展が解決策として提案されています。具体的には、テキ

ストマイニングや AI を活用した特許分析手法が有望視されており、従来の専用システム開

発の負担を軽減しながら、新たな用途やサービスを発見するための手法として注目されてい

ます。 

まとめ: 
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• 企業は新製品・サービスの開発に重点を置いているが、戦略と一貫した研究テーマ

の設定や製品化率の向上に課題を抱えている。 

• 技術や素材の具体的な用途探索が難しい状況にあり、IT 技術（特にテキストマイニン

グ）を活用した新規用途探索手法の導入が求められている。 

これが「背景と課題」の詳細な説明です(テキストマイニングを活用した用途探索手法)。 

4o 
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テキストマイニングの活用:を詳しく 

ChatGPT: 
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「テキストマイニングの活用」について、以下の詳細な説明を行います。 

1. テキストマイニングの概念: 

テキストマイニングは、自然言語処理（NLP）の技術を活用して大量のテキストデータから意

味のある情報を抽出し、解析する技術です。特に、特許文書のような大量で複雑なデータセ

ットにおいて、重要な情報やパターンを見つけ出すために使用されます。具体的には、単語

間の共起関係を可視化することで、技術や素材がどのように使われているかを発見できま

す。 

2. 特許を対象としたテキストマイニングの利点: 

特許文書には、発明に関連する技術や素材、用途、機能特性などが詳細に記載されてお

り、それらを効率的に解析することで、企業が保有する技術や素材の新たな用途やサービス

を見つけることができます。 

• 特許文書の特徴: 

o 特許には、技術の具体的な用途や課題、解決手段が詳細に記述されていま

す。 

o 国内では年間約 30 万件、世界では年間約 800 万件もの特許が申請されてい

ます。これらの膨大な情報から、テキストマイニングを用いることで、技術や素

材に関連する新規用途の可能性を探索することができます。 

3. IBM Watson Discovery の活用: 

IBM Watson Discovery は、テキストマイニングに特化したツールであり、特許文書の解析に

優れた機能を持っています。以下がその具体的な活用例です。 
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3.1 ファセットとカスタム辞書の利用: 

まず、ファセットと呼ばれるカスタム辞書や文字パターンをツールに登録します。ファセット

は、ターゲット市場における用途やサービスに関連する用語、技術、素材の機能特性を含む

辞書です。これにより、テキストマイニングツールが文書内からファセットに登録された単語を

抽出し、関連するデータを構造化します。 

3.2 共起関係の可視化: 

テキストマイニングツールは、構造化されたデータを分析し、技術や素材が提供する機能特

性と、それに関連する用途やサービスの共起関係をグラフや棒グラフで可視化します。たと

えば、特定の技術や素材が他の技術・サービスとどの程度関連しているかを視覚的に示す

ことができるため、どの用途がその技術・素材に適しているかを簡単に把握できます。 

3.3 時系列の分析: 

テキストマイニングでは、特許に関連する技術や素材の登場頻度や、それらがどのように増

減しているかを時系列で解析できます。これにより、近年増加している技術や用途の傾向を

確認し、新たな用途を発見することが可能です。 

4. 既知の用途探索と新規用途発見: 

テキストマイニングは、特許に記載されている既知の用途を探索するだけでなく、企業がまだ

気づいていない新規用途を発見するためにも利用されます。特許データを網羅的に解析す

ることで、既知の用途やサービスの中から、まだ開発されていない領域や、新たな用途の候

補を見つけることができます。 

4.1 相関分析による新規用途発見: 

IBM Watson Discovery では、単純な共起関係だけでなく、相関値を用いた分析も可能です。

相関値は、ターゲット技術や素材が他の用途やサービスとどれだけ強く結びついているかを

示す指標です。この相関値を活用することで、従来の共起分析では見逃していた少数の新

規用途を発見することが可能になります。 

• 例えば、ある素材が新たに半導体製造や水素製造といった用途で使われていること

が発見されることがあります。これは通常の市場レポートには記載されていないた

め、テキストマイニングでしか発見できない情報です。 

5. 大量の特許データの解析: 

テキストマイニングは、膨大な量の特許を短時間で解析できるため、新規用途の探索に非常

に有効です。例えば、IBM Watson Discovery は約 1000 万件の特許を解析できるため、広範

囲のデータからより多様な用途やサービスの候補を得ることができます。 
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6. 活用事例: 

実際に、テキストマイニングを活用して成功した企業の例が複数報告されています。例えば、

特定の素材が食品包装材だけでなく、電子部品や建築材料、さらには半導体関連などの新

たな用途としても活用できることが発見されました。 

まとめ: 

• テキストマイニングは、特許文書の膨大な情報を解析し、新規用途を探索するための

有力な手法です。 

• IBM Watson Discovery のようなツールを用いることで、共起関係や相関値を基に、技

術や素材の新しい用途を効率的に発見することが可能です。 

• 特に、特許データの時系列分析や相関分析を活用することで、企業がまだ気づいて

いない新規市場や用途を発見する大きなメリットがあります(テキストマイニングを活

用した用途探索手法)。 

4o 

あなた: 

生成 AI との比較:を詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

「生成 AI との比較」について詳しく説明します。 

1. 生成 AI を活用した用途探索の概要: 

近年、生成 AI の技術は急速に進歩しており、特許分析においても応用が始まっています。

生成 AI を活用すると、ユーザーは簡単な操作で特定の技術や素材に関連する新たな用途

を探索することができ、その手軽さが大きな特徴です。 

生成 AI の利点: 

• 手軽さと迅速さ: プロンプト・エンジニアリングのスキルを持っている場合、生成 AI を

使えば短時間で用途探索が可能です。複雑な操作を必要とせず、素早く結果を得ら

れるため、初期段階の用途探索に適しています。 

2. 生成 AI とテキストマイニングの違い: 

生成 AI とテキストマイニングはそれぞれ異なるアプローチを取っており、用途探索において

得られる成果やその適用範囲にも違いがあります。 
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2.1 解の範囲: 

• 生成 AI の制約: 生成 AI が提供する解は、あくまでそのモデルが学習したデータに

基づいています。そのため、新規用途の候補がモデルの学習範囲に限定されるとい

う課題があります。つまり、広範なデータをもとにした先端的な用途や、細かな用途候

補を得ることは難しい場合があります。 

• テキストマイニングの利点: テキストマイニングでは、特許文書を網羅的に分析する

ため、生成 AI がカバーしきれない細かい具体的な用途や最新の先端技術の情報を

引き出すことができます。大量の特許を分析することで、企業がまだ気づいていない

用途やニッチな市場を発見することが可能です。 

2.2 定量的な分析: 

• 生成 AI の課題: 生成 AI は定性的な結果を提供することが多く、数値的な根拠や定

量的な分析が難しい場合があります。生成 AI モデルの中には定量的な数値を示す

ものもありますが、その根拠が不明確であることが多いため、正確な判断が難しくな

ることがあります。 

• テキストマイニングの強み: テキストマイニングでは、共起関係や相関値を数値として

明確に示すことができるため、定量的な判断が可能です。例えば、技術や素材の出

現頻度や増加率をグラフで視覚的に確認することで、用途の候補を効率的に絞り込

むことができます。 

2.3 詳細情報の取得: 

• 生成 AI の限界: 生成 AI が提供する用途候補に関連する詳細な情報（特許の実施

例など）を得ることは難しい場合があります。また、生成 AI の回答には**ハルシネー

ション（幻覚）**と呼ばれる誤った情報が含まれることがあり、提案された用途に関す

る特許情報が実際には存在しないケースもあります。このため、生成 AI で得た結果

を特許情報システムで再確認する手間が発生することがあります。 

• テキストマイニングの強み: テキストマイニングでは、特許文書から抽出されたセンテ

ンスや関連情報を直接確認することができます。このため、生成 AI と異なり、新規用

途の発見からその詳細確認までシームレスに進めることができます。特許に記載さ

れた性能値や製造方法などを分析し、自社技術や素材がどのように適用できるかを

正確に判断することが可能です。 

3. 生成 AI とテキストマイニングの相互補完的な活用: 

生成 AI とテキストマイニングは、どちらか一方を選ぶ必要はなく、双方の強みを組み合わせ

て利用することが可能です。これにより、より効率的かつ効果的な用途探索が実現します。 

3.1 生成 AI による初期探索とテキストマイニングによる精緻化: 
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• 役割分担: 初期の用途探索は生成 AI を活用し、短時間で候補を洗い出します。その

後、テキストマイニングを用いて得られた候補をさらに精緻に分析し、詳細な用途や

技術の相関関係を明確にします。 

3.2 RAG（Retrieval-Augmented Generation）の活用: 

• RAG 手法: テキストマイニングの結果を生成 AI にコンテキストとして与える手法で

す。これにより、生成 AI の出力の精度を高め、用途探索の質を向上させることができ

ます。 

3.3 補助的な活用: 

• 辞書作成の効率化: 生成 AI を活用してカスタム辞書の作成を自動化し、テキストマ

イニングの作業効率を向上させることが可能です。また、生成 AI によって特許文書

の翻訳や要約を行い、分析者の作業負荷を軽減する補助的な利用も有効です。 

4. 生成 AI 活用における課題: 

• 生成 AI は用途探索においてアイデアを得る手段としては十分実用的ですが、技術的

な裏付けや詳細な分析にはテキストマイニングの方が優れています。生成 AI はプロ

ンプトに応じて迅速に結果を生成しますが、正確性や詳細な情報の提供には限界が

あります。 

まとめ: 

• 生成 AI の利点は、その手軽さと迅速な結果提供にありますが、精度や詳細な技術

的裏付けにおいては限界があります。 

• テキストマイニングの強みは、定量的な分析や共起関係、相関値を用いて詳細かつ

正確な用途探索を実現する点にあります。 

• 生成 AI とテキストマイニングを相互補完的に活用することで、より効果的な用途探索

が可能となります。初期段階の迅速な探索には生成 AI、詳細な精緻化にはテキスト

マイニングを活用するのが最適なアプローチです(テキストマイニングを活用した用途

探索手法)。 

4o 

あなた: 

実例と成果:を詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 
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「実例と成果」について詳しく説明します。 

1. テキストマイニングの実践による企業の成果: 

多くの企業が、IBM Watson Discovery を活用して特許分析を行い、新規用途を発見してい

ます。その結果、これまでに発見されなかった新たな市場や用途を開拓することに成功して

います。以下は、具体的な実例とその成果です。 

1.1 新規用途の発見事例: 

• 食品包装材から電子部品への応用: ある企業では、食品包装材に使用していた素

材が、電子部品の部材にも利用できることを発見しました。このように、テキストマイ

ニングを活用して探索した結果、異なる業界における新たな用途を見つけ出すことが

できました。 

• 建築材料から衛生用途への応用: 別の企業では、建築材料として使用されていた素

材が、衛生用品にも利用できることが判明しました。この発見により、新たな市場を開

拓することが可能となり、素材の多用途化が実現しました。 

• 半導体関連素材から調理設備への応用: 半導体関連の用途として利用されていた

素材が、調理設備にも応用できることが明らかになりました。このように、同じ素材が

全く異なる分野で使用されることが分かり、企業はその市場拡大の可能性を見出す

ことができました。 

1.2 研究開発の課題解決と新規テーマの創出: 

従来の方法では、新規の用途を見つけることが難しく、研究開発のテーマが既存顧客の改

善要望に限定されていました。しかし、テキストマイニングを用いることで、新たな用途の候

補を多数見つけることができ、それが研究開発テーマの創出につながりました。 

• 拡販につながる新規テーマの発見: 新たな用途の発見により、将来的な拡販（売上

拡大）を視野に入れた新しい研究開発テーマを多数得ることができました。これは企

業にとって、単なる改善にとどまらず、未来の成長を見据えたテーマ設定の大きな一

歩となりました。 

1.3 顧客情報の把握と早期の成果達成: 

新規用途の発見とともに、企業は自社技術や素材を必要とする**潜在顧客（出願人）**を把

握することもできました。これにより、「誰に売り込めばよいのか」という具体的なターゲット顧

客を早期に特定することができ、迅速に営業活動を展開できるようになりました。 

• 顧客ターゲットの迅速特定: テキストマイニングによって、特定の用途に対して出願し

ている顧客情報を把握し、その顧客に対して早期に売り込むことが可能になりまし

た。この結果、従来の方法よりも早い段階で成果を上げることができました。 
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2. テキストマイニングの付帯効果: 

テキストマイニングを活用した特許分析は、用途探索以外にも多くの副次的な効果をもたら

しました。 

2.1 自社技術の偏りや特許侵害リスクの発見: 

テキストマイニングによって生成されたネットワーク図では、自社技術と特許分類（IPC）との

相関が示されます。この図により、研究開発テーマの偏りや特許侵害リスクのある領域が明

確に把握できました。これによって、企業は自社の開発のバランスや法的リスクを見直し、改

善する手がかりを得ることができました。 

• 特許侵害リスクの予測: テキストマイニングにより、自社技術が他社の特許とどのよ

うな関係にあるのかを明確に示すことができ、特許侵害のリスクを未然に防ぐための

予測が可能となりました。 

2.2 新たな技術課題への対応策の発見: 

大量の特許を俯瞰的に分析することで、これまで気づかなかった技術課題の解決方法が見

つかるケースもありました。特に、特定の技術課題に対して新たな解決方法を発見し、その

方法を特許として出願することができた例も報告されています。 

• 技術課題解決の加速: 特許分析を通じて、研究開発の過程で生じるさまざまな技術

課題に対する解決方法が発見され、これにより研究開発のスピードが向上しました。 

2.3 顧客ニーズの理解と価値提案の強化: 

重要顧客の特許を分析することで、その顧客が直面している技術的な課題やニーズを深く理

解することができました。これにより、企業はより付加価値の高い提案を顧客に提供すること

が可能になり、顧客満足度の向上や新たなビジネスチャンスの獲得につながりました。 

• 技術背景の理解: 重要顧客の特許を詳細に分析することで、その企業が直面する技

術的な課題やニーズの背景を把握し、それに応じた価値の高い提案を行うことができ

ました。 

3. ユーザーからの評価: 

テキストマイニングを活用した企業からは、以下のような評価が報告されています。 

• 「従来の方法では発見できなかった用途を発見できた」という評価があり、大量の特

許を分析することで、これまで気づかなかった新しい市場や用途の候補が発見でき

た。 

• 「研究開発の偏りや課題解決の新たなアプローチを発見」という声もあり、特許分析

によって、従来の研究開発テーマや技術課題に対する新たな見方が得られた。 
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• また、オープンソースのテキストマイニングでは半年かけて達成できなかったことが、

IBM のコンサルティングサービスを利用することでわずか 2 週間で実現できたという

実績も報告されており、サービスの迅速性と効率性が高く評価されています。 

まとめ: 

• テキストマイニングを活用することで、企業は従来の方法では発見できなかった新規

用途や市場を発見し、研究開発のテーマを拡充させることが可能となっています。 

• また、特許侵害リスクの予測や顧客ニーズの把握を通じて、事業戦略においても大

きな効果を上げています。 

• 多くの企業が、テキストマイニングを活用することで研究開発のスピードアップや新た

な技術課題への対応に成功しており、その実用性が高く評価されています(テキスト

マイニングを活用した用途探索手法)。 

2/2 

4o 

あなた: 

今後の展望:を詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

「今後の展望」に関する部分を詳しく説明します。 

1. 生成 AI とテキストマイニングの組み合わせによる用途探索の可能性: 

生成 AI とテキストマイニングは、それぞれ異なる強みを持っており、今後はこれらを組み合

わせて活用することで相乗効果を得ることが期待されています。特に、新たな用途やサービ

スの探索において、両者の役割分担と補完的な活用が重要視されています。 

1.1 生成 AI による初期探索とテキストマイニングによる精緻化: 

今後は、生成 AI を活用して用途探索の初期段階を迅速に行い、その後にテキストマイニン

グを使用して結果をさらに精緻化するアプローチが主流になると考えられています。 

• 生成 AI による初期探索: 生成 AI を使うことで、初期段階では簡単なプロンプト入力

により、短時間で新たな用途のアイデアや候補を生成することが可能です。生成 AI

は広範囲の一般的な知識や情報をもとに結果を出すため、短時間で用途探索の全

体像をつかむことができます。 

• テキストマイニングによる精緻化: 生成 AI で得られたアイデアを、テキストマイニング

でさらに精緻に分析することで、より詳細な用途や具体的な技術的特性に基づいた
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用途を発見できます。特許文書などを大量に解析し、共起関係や相関値を基に、具

体的かつ実用的な用途を明らかにすることができます。 

このように、初期の探索を生成 AI で行い、テキストマイニングで具体化するという役割分担

を行うことで、より効率的で高精度な用途探索が可能となります。 

1.2 RAG（Retrieval-Augmented Generation）手法の活用: 

今後の用途探索では、**RAG（Retrieval-Augmented Generation）**と呼ばれる手法が有望

視されています。この手法は、テキストマイニングによる分析結果を生成 AI にコンテキストと

して提供し、その結果を元にさらに高度な解を導き出す方法です。 

• RAG のメリット: テキストマイニングで得られた詳細なデータや分析結果を生成 AI に

投入することで、生成 AI の解の精度が向上し、より正確かつ実用的な用途探索が可

能となります。RAG を用いることで、生成 AI の解の質を大幅に改善できる点が強み

です。 

2. 生成 AI の補助的な活用: 

生成 AI は用途探索に限らず、補助的な作業にも大いに活用されることが期待されていま

す。具体的には、次のような分野で生成 AI の活用が進むでしょう。 

2.1 辞書作成の効率化: 

テキストマイニングを行う際には、カスタム辞書の作成が非常に重要ですが、その作成には

多大な労力がかかります。今後は生成 AI を活用することで、この辞書作成作業が大幅に効

率化されると期待されています。 

• 自動辞書作成: 生成 AI を用いることで、特定の用途や技術に関連する用語やパター

ンを自動的に抽出し、辞書に追加することが可能です。これにより、テキストマイニン

グの準備作業が迅速に進み、分析にかかる時間を短縮することができます。 

2.2 特許文書の翻訳や要約: 

生成 AI は特許文書の翻訳や要約にも活用され、分析者の作業負荷を軽減します。特に、国

際的な特許を扱う際には、異なる言語で書かれた文書の理解が重要です。生成 AI を活用す

れば、これらの文書を迅速に翻訳・要約することができ、分析の効率が向上します。 

• 翻訳の自動化: 多言語で書かれた特許文書を自動的に翻訳し、分析者が容易に理

解できる形で提供することが可能です。これにより、グローバルな市場や技術動向を

迅速に把握できるようになります。 

3. 生成 AI とテキストマイニングの未来: 
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今後、生成 AI とテキストマイニングは、互いに補完し合う技術としてさらに発展していくことが

期待されます。特に、生成 AI の進化が続く中で、その強みを最大限に活かしつつ、テキスト

マイニングの精度と詳細な解析力を組み合わせることで、これまで以上に革新的な用途探

索が可能になるでしょう。 

3.1 新たな市場や技術の発見: 

生成 AI とテキストマイニングを活用することで、従来の手法では見つけられなかった新たな

市場や技術の発見がさらに進むと考えられています。例えば、新しい材料や技術がどの分

野で役立つのかを、広範なデータから素早く特定し、その後テキストマイニングで詳細な検証

を行うというプロセスが今後の標準になる可能性があります。 

3.2 高速かつ精度の高い用途探索: 

生成 AI の進化によって、用途探索は今後ますます高速化しつつも、より精度の高い分析が

実現されるでしょう。大量のデータを効率的に処理し、企業が抱える技術や素材の潜在的な

価値を最大限に引き出す手法が確立されると予測されます。 

まとめ: 

• 今後、生成 AI とテキストマイニングを組み合わせることで、用途探索の初期段階から

精緻な分析まで一貫して行うことが可能となります。 

• RAG 手法や生成 AI による辞書作成の効率化、翻訳・要約機能の強化などにより、

作業負担が軽減され、さらに効率的な用途探索が期待されます。 

• 生成 AI とテキストマイニングは相互に補完し合い、今後の用途探索や新規市場開拓

において重要な役割を果たす技術として発展していくと考えられます(テキストマイニ

ングを活用した用途探索手法)。 

4o 
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